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新
し
い
広
報
活
動
「
四
郷
か
わ
ら
版
」
発
行
に
際
し
て 

 
 

 
 

 

四
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長 

多
田 

靖 

四
郷
地
区
内
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
当
協
議
会
に
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
有
難
く
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
こ
の
四
郷
地
区
に
新
し
く
「
四
郷
か
わ
ら
版
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

四
郷
か
わ
ら
版
の
紙
面
構
成
に
つ
い
て
、
発
行
頻
度
は
基
本
的
に
は
不
定
期
で
す

が
、
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
は
四
半
期
毎
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
発
行
し
、
配
布
形

式
は
予
算
の
兼
ね
合
い
で
、
回
覧
か
全
戸
配
布
の
い
ず
れ
か
で
実
施
し
ま
す
。 

基
本
的
な
掲
載
内
容
は
、
四
郷
地
区
に
関
わ
る
高
齢
者
向
け
の
情
報
に
中
心
に
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
下
の
枠
内
で
は
毎
回
四
郷
地
域
内
で
ご
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
、
日
頃
感
じ
ら
れ
る
様
々
な
思

い
を
綴
っ
て
頂
く
「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
本
誌
裏
面
に
は
四
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
頂
く

「
五
十
鈴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
様
に
よ
る
特
集
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
高
齢
者
向
け
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、

こ
の
四
郷
地
区
の
地
域
力
を
よ
り
一
層
強
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
当
協
議
会
の
活
動
も
翻
弄
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
効
果
的
な
ワ
ク
チ
ン
が
出
来
、1

日
で
も
早
く
感
染
が
収
束
し
て
、
今

ま
で
以
上
の
活
動
が
出
来
る
日
が
来
る
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

五
十
鈴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 
  

 
 

 
 

 
 
 

セ
ン
タ
ー
長 

大
澤
伸
也 

 

平
素
は
五
十
鈴
地
域
の
高
齢
福
祉
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

伊
勢
市
五
十
鈴
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
の
皆
様
の
、
介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
、
五
十
鈴
地
区
を

担
当
区
域
と
し
て
運
営
を
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
五
十
鈴
地
域
で
は
、
人
口
に
し
め
る
７
５
歳
以
上
の

割
合
が
１
９
．
７
％
、
６
５
歳
以
上
の
割
合
は
３
４
．
７
％

と
高
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

お
過
ご
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
課
題
の
多
い
地
域
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
四
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
さ
ま
の
協
力

も
頂
き
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た 

地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
五
十
鈴 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
地 

域
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、 

開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
行
き 

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
積
極
的 

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、 

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで考え、みんなでつくる 

五十鈴地域での支え合い 

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるためには、住まい・医療・介護・

介護予防・生活支援が一体的に提供される暮らしを作ることが必要です。 

 地域の見守りや居場所づくり、買い物支援など、地域の支え合いをみんな

で考え、みんなでつくることが求められています。 
 

そんな地域の支え合いのしくみを 

 

 

お手伝いします 

生活支援コーディネーター が 

①新たな活動や社会資源の開発に 
取り組みます お手伝い 

②地域の困りごとや「あったらいいな」 
と思う生活支援ニーズを把握します 

⑤関係者のネットワークづくりを 
します 

④地域のニーズとサービス、地域の 
活動をマッチングします 

③元気な高齢者ボランティア活動を 
したい方への活動の場を紹介します つなげる 

聞く・知る 

お手伝い 

つなげる 

伊勢市五十鈴地域包括支援センター 

☎ 0596-20-5500(担当：河原) 

 

住所 伊勢市楠部町若ﾉ山 2605-13（山咲苑内） 
 

地域の皆さん
の活動や困り
ごとを教えて
下さい！ 
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